
世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
遍
路
道

　

現
在
四
国
４
県
は
「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
」
の
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
年
４
月
24
日
に
「
四
国
遍
路
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、

さ
ら
に
観
光
庁
で
も
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
島
―
四
国
遍
路
―
」
と
し
て
、
今
後
海
外
へ

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
が

選
ぶ
、『
今
年
絶
対
に
行
き
た
い
世
界
52
カ
所
（
２
０
１
５
年
版
）』
に
も
日
本
で
唯
一
「
四

国
遍
路
」
が
選
ば
れ
、
国
内
外
共
に
「
四
国
遍
路
」
は
非
常
に
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

普
段
四
国
に
住
み
、
お
遍
路
を
日
常
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
、

私
た
ち
は
非
常
に
貴
重
な
文
化
遺
産
の
中
で
生
活
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
阿
南
市
の
遍
路
道
は
現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
集
　

聖
地
巡
礼

～
阿
南
の
遍
路
道
～

●
阿
南
市
の
遍
路
道

　

遍
路
道
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
す
る

取
組
が
平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
と
し
て
遍
路
道
の
国
史
跡
化
が

あ
り
ま
す
。
阿
南
市
で
は
平
成
22
年
に
四

国
で
初
め
て
第
20
番
札
所
鶴
林
寺
か
ら
大

井
、
水
井
町
を
経
由
し
第
21
番
札
所
太
龍

寺
に
向
か
う
「
太
龍
寺
道
」、
太
龍
寺
か

ら
か
つ
て
あ
っ
た
「
龍
の
窟い

わ
や

」
に
向
か
う

「
い
わ
や
道
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
平
成
25
年
に
「
い
わ
や
道
」

の
延
長
部
分
と
「
い
わ
や
道
」
と
の
分
岐

点
か
ら
の
第
22
番
札
所
平
等
寺
に
向
か
う

「
平
等
寺
道
」
が
追
加
指
定
。
さ
ら
に
は

加
茂
町
一
宿
寺
か
ら
太
龍
寺
に
向
か
う
旧

遍
路
道
「
か
も
道
」
が
今
年
追
加
指
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
現
在
阿
南
市
の
国
史
跡
距

離
数
は
約
６
・
５
㎞
と
な
り
、
四
国
全
体
で

も
最
長
の
距
離
で
す
（
詳
細
は
図
を
参
照
）。

そ
し
て
現
在
も
追
加
指
定
を
め
ざ
す
取
組
は

続
い
て
お
り
、
そ
れ
は
他
県
か
ら
も
参
考
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
国
史
跡
と
な
っ
た
遍
路
道
の

魅
力
を
個
別
に
紹
介
し
ま
す
。

●
「
か
も
道
」

　
「
か
も
道
」
は
今
年
６
月
に
国
史
跡
と
し

て
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ

た
今
も
っ
と
も
旬
な
道
で
す
。

　
「
か
も
道
」
は
長
い
距
離
を
と
お
し
て
古

道
と
し
て
の
景
観
を
留
め
、
沿
道
に
は
四
国

遍
路
道
沿
い
の
中
で
も
一
番
古
い
石
造
物

（
丁
石
）
が
並
び
建
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
四

国
最
古
の
遍
路
道
で
す
。

　

ま
た
現
在
の
四
国
八
十
八
箇
所
寺
院
の
う

　

つ
ま
り
は
四
国
４
県
の
遍
路
道
１
４
０
０

㎞
の
う
ち
、
空
海
が
実
際
歩
い
た
道
で
当
時

の
ま
ま
の
景
観
を
留
め
た
道
は
、
徳
島
県
阿

南
市
加
茂
町
に
あ
る
「
か
も
道
」
だ
け
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

四
国
遍
路
道
の
中
で
も
「
か
も
道
」
は
、

四
国
遍
路
の
歴
史
・
文
化
を
物
語
る
上
で
極

め
て
重
要
か
つ
非
常
に
貴
重
な
道
で
す
。
そ

し
て
ま
さ
に
四
国
遍
路
道
の
聖
地
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

●
「
い
わ
や
道
」「
平
等
寺
道
」

　
「
い
わ
や
道
」は
お
お
む
ね
等
高
線
に
沿
っ

た
平
坦
な
道
で
す
。「
い
わ
や
道
」
沿
い
に

は
江
戸
時
代
中
期
に
建
て
ら
れ
た
舟
形
丁
石

が
良
好
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
い
わ
や
道
」

を
進
む
と
二
股
の
道
が
現
れ
ま
す
。
左
手
に

進
む
道
が
「
い
わ
や
道
」
の
つ
づ
き
で
、
右

手
に
進
む
道
が
「
平
等
寺
道
」
で
す
。
分
岐

点
に
は
１
基
の
手
印
を
持
つ
道
標
が
あ
り
ま

す
が
、「
ひ
だ
り
へ
ん
ろ
道
」
の
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
２
基
の
丁
石
と
隣
接

し
て
舟
形
の
道
標
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
「
左

い
わ
や
道　

同
へ
ん
ろ
道
」
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
道
標
が
作
ら
れ
た
時
期
は
不

明
で
す
が
、「
い
わ
や
道
」
の
呼
称
は
古

く
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
平
等
寺
道
」
は
、「
い
わ
や
道
」
か
ら

分
岐
す
る
古
道
で
、
平
等
寺
へ
の
遍
路
道

で
す
。
昭
和
40
年
代
の
「
龍
の
窟
」
消
滅

に
よ
り
、「
い
わ
や
道
」
の
ル
ー
ト
が
閉

ざ
さ
れ
る
の
と
同
時
に
阿
瀬
比
集
落
ま
で

の
「
平
等
寺
道
」
も
廃
道
化
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
地
域
住
民
の
力
で
復
活
し
た

道
で
す
。

　
「
平
等
寺
道
」
は
東
に
延
び
る
尾
根
の

北
斜
面
の
平
坦
な
道
を
進
み
、
尾
根
を
越

え
南
に
緩
や
か
に
下
る
道
を
し
ば
ら
く
進

む
と
急
な
下
り
坂
が
現
れ
ま
す
。
急
坂
は

１
５
０
ｍ
ほ
ど
で
、
あ
と
は
下
り
な
が
ら

阿
瀬
比
集
落
へ
と
進
み
ま
す
。

　

太
龍
寺
山
を
通
る
「
い
わ
や
道
」「
平

等
寺
道
」
は
修
験
道
・
山
岳
修
行
の
趣
の

あ
る
古
道
で
、
古
来
の
風
景
を
色
濃
く
残

し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
貴
重
な
文
化
遺

産
も
存
在
し
、
遍
路
の
歴
史
・
文
化
を
継

承
す
る
貴
重
な
道
で
す
。

●
阿
瀬
比
か
ら
の
平
等
寺
道

　

阿
瀬
比
か
ら
の
平
等
寺
道
の
中
で
今
後

国
史
跡
に
め
ざ
し
て
い
る
の
が「
大
根
峠
」

で
す
。
こ
の
道
も
峠
越
え
の
遍
路
道
で
歴

史
あ
る
道
標
や
遍
路
墓
が
見
ら
れ
、
竹
林

の
中
を
歩
く
道
は
お
遍
路
さ
ん
の
心
を
癒

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
地
域
住
民

に
よ
り
道
の
整
備
が
な
さ
れ
、
遍
路
道
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
注
目
を

浴
び
て
く
る
道
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ち
、
若
き
日
の

空
海
修
行
の
場

と
し
て
歴
史
上

確
実
な
の
は
徳

島
県
の
「
太
龍

寺
山
」
と
高
知

県
の「
室
戸
岬
」

の
２
カ
所
だ
け

で
あ
り
、
空
海

が
実
際
歩
い
た

で
あ
ろ
う
「
太

龍
寺
山
」
へ
の

道
筋
は
「
か
も

道
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

（写真：丁石）

0.5㎞
太龍寺道

1.2㎞
太龍寺道

2.7㎞
いわや道

0.7㎞
平等寺道

1.3㎞
かも道

那賀川

太龍寺●

指
定
地

指
定
候
補
地

Ｎ
史跡阿波遍路道　指定地域図
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●
お
松
大
権
現

●
お松大権現 

駐車場 

●

県道19号線

国道195号線

太龍寺道
かも道

いわや道・平等寺道

県
道
28
号
線

●
加
茂
谷
中
学
校

大井小学校●
（休校中）

●
道
の
駅

　わ
じ
き

太龍寺●

第２回

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

朗ろ
う

朗ろ
う

た
る

白
秋
の
太
鼓 

～

　

秋
は
一
年
が
ゆ
っ
く
り
と
熟

し
て
い
く
、
文
化
の
季
節
で
す
。

　

先
日
、
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
羽

ノ
浦
町
）
で
、
県
南
で
活
動
す

る
伝
統
芸
能
団
体
が
競
演
す
る

「
第
２
回
県
南
伝
能
ラ
イ
ブ
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
丹
生
谷

清
流
座
の
「
寿
二
人
三
番
叟
」、

那
賀
高
校
人
形
浄
瑠
璃
部
の

「
道
具
返
し
」、
中
村
園
太
夫
座

の
「
壷
坂
観
音
霊
験
記
」、
日

和
佐
太
鼓
創
作
会
の
「
創
作
和

太
鼓
」
に
よ
り
、
私
の
心
は
大

い
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
同
級
生
で
あ
る
日
和
佐

の
江
本
友
昭
君
が
率
い
る
日
和

佐
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
に
、
身
長

１
８
６
セ
ン
チ
の
偉
丈
夫
、
34

歳
の
ア
メ
リ
カ
人
、
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
ア
ー
ン
ズ
君
が
い
ま
し
た
。

彼
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身
で
、

28
歳
の
と
き
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
来
日
。
現
在
、
由
岐
小
学

校
と
木
岐
小
学
校
で
英
語
指
導
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
10
月

１
日
か
ら
は
日
和
佐
公
民
館
に
お

い
て
、
大
人
英
会
話
教
室
を
指
導

す
る
予
定
で
す
。
福
岡
出
身
の
奥

さ
ん
と
、
３
歳
の
お
嬢
さ
ん
と
の

３
人
で
暮
ら
し
、
充
実
し
た
人
生

を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
校
２
年
生
の
と
き
に
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
鼓
童
（
佐
渡
を
拠
点

と
す
る
プ
ロ
和
太
鼓
集
団
）
の
演

奏
を
見
て
感
動
し
、
太
鼓
を
始
め

た
そ
う
で
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
タ
オ
ル
２
０
０
枚

㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
様
か
ら
台
風
11

号
被
害
へ
の
支
援
物
資
と
し
て

吉
井
小
学
校
へ

●
体
育
用
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら

加
茂
谷
中
学
校
へ

●
金
20
万
円

シ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱　

代

表
取
締
役　

松
田
比
呂
紀
様
か

ら
台
風
11
号
被
害
へ
の
義
援
金

と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

羽
ノ
浦
町
商
工
会
青
年
部
様
か

ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

に
お
け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

を
社
会
福
祉
事
業
運
営
基
金
と

し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
24
回
阿
南
市
活
竹
祭

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

日
時　
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
駐
車
場

出
店
条
件　
出
店
は
阿
南
市
内
の

団
体
と
し
、
出
店
物
は
阿
南
市
の

特
産
品
を
主
と
す
る
こ
と
。

※
出
店
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
13
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
実
行
委
員
会

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

国
民
年
金
保
険
料

「
５
年
の
後
納
制
度
」開
始

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
、

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

限
り
の
特
例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制

度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く

は
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０

－

０
１
１

－

０
５
０
）
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

あなん遍路道おもかげウオーク開催
さあ、聖地を巡ってみましょう。

かも道・いわや道・平等寺道の
約10㎞のコース

集合場所 お松大権現駐車場
住所：阿南市加茂町南不け（加茂谷中学校西側）

参 加 料 1,000円（保険料・資料・バス代等）

受付時間 8:30より開始
スタート　9:00頃から
ゴール予定　15:00頃

平成27年

11月28日㈯

申込締切日／11月20日㈮　※当日消印有効
　　　　　　先着順・定員に達し次第、締め切ります。
申　込　先／阿南市文化振興課　「あなん遍路おもかげウオーク」係

往復はがきに氏名（１枚に２人まで）・住所・電話番号を記入してお申し込みください。

［往信表］　〒774-0030　徳島県阿南市富岡町西池田135番地１
　　　　　阿南市文化振興課　「あなん遍路おもかげウオーク」係

［往信裏］　①お名前（１枚に２人まで）・②ご住所（申込者）・③電話番号（申込者）
［返信表］　申込者のご住所・お名前
［返信裏］　空白（受付シールを添付して返信します。外れた方にも通知します。）

往復はがきの記入

険しい山道を歩きます。十分な装備でご参加ください。                                     
食事・飲み物等はご自身でご用意ください。                                               
参加料は当日受付でお支払いください。
雨天時は中止となります。

注意事項

問い合わせ先　加茂谷へんろ道の会　会長　横井知昭（☎090－3187－7640）または
　　　　　　　阿南市文化振興課　「あなん遍路おもかげウオーク」係（☎0884－22－1798）ヘ

申込方法

定員80人
要申込

11/28集合地点

ゴール

　

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大

陸
を
発
見
し
た
の
は
１
４
９
２

年
。
そ
の
時
日
本
で
は
す
で
に

足
利
義
政
に
よ
り
銀
閣
寺
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
文
化
の
奥
深
さ
と
歴

史
は
、
ア
メ
リ
カ
の
比
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
戦
後
の
日
本
の

歴
史
は
村
の
た
た
ず
ま
い
や
伝

統
文
化
を
消
し
去
っ
て
い
く
歴

史
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
若
き
ア
メ
リ
カ

人
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
君
が
日
和
佐

太
鼓
に
魂
を
込
め
て
い
る
姿
は

大
変
感
動
的
で
、
そ
の
上
に
彼

の
所
作
は
日
本
人
以
上
に
日
本

人
的
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の

彼
に
日
本
人
で
あ
る
私
た
ち
が

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
を
身
を

も
っ
て
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
心
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
は
、
伝
統
芸
能
を
見
直
す

事
か
ら
は
じ
め
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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